
図書館業務紹介

整理業務内容について

整理第一課 和書担当

和書(国 内刊行図書)の 整理については、

分類 ・目録作業の効率化 を目的 として、昭和

53(1978)年 より国立国会図書館の機械可続 目

録(MARC)、 「JAPANMARC」 の利用を行っ

て来た。 このJAPANMARCと いうMT(磁 気

テープ〉の形態で供給 される加工可能 な目録

を使用 し、そのデータをフルに活用 しようと

いうものである。

JAPANMARCの 検 索

国立国会 図書館 か ら出版 され る 「日本全国

書誌週刊版 」、「日本 全国書誌 週刊版索 引」、月

刊版JAPANMARCMTか ら出 力 した「書名

五十音 リス ト」、ISBN(国 際 標準 図書 番 号)

か らJPNo.(JAPANMARCの 整 理IDNo.)

を検 索 で きるよ うに した 「ISBN-JPNo.対 応

リス ト」等 を使用 し、受入 された図書 のJPNo.

を検 索 す る。

昭 和63(1988>年 よ り、JAPANMARCの

CD-ROM版J-BISCを 導 入 し、 最近 で は、

JPNo.検 索 の主 力 となってい る。

以 上の よ うなツール を使 用 してJAPAN

MARCを 検 索 し、該 当す る図書 のデ ー タがあ

った もの をHIT分 、 それ以外 をNOHIT分 と

して、各 々別処理 を行 って いる。

HIT分 の 処理

HIT分 の整理 作業 は、JAPANMARCに 既

製 の書誌 デ ー タ(図 書 に関す る情 報)が 存在

す るので、 これに ロー カ ルデ ー タ(各 図書館

固有 の管理上必要 なデー タ)を 付加 す るだけ

で完 了す る。 パー ソナル コンピュー タ上 で リ

レー ショナ ルデー タベ ースdBASEを 使 用 し、

JPNo.及 び ローカル ・デー タを入 力す る。 こ

の フ ァイル か ら、図書 ラベルの出 力、各種統

計の作成処 理等 を行 ってい る。 このDBF(dB

ASEの フ ァイル)か らMS-DOSテ キ ス トフ ァ

イル に出 力 し、業者 にフロ ッピーで出稿 し、

JAPANMARCMTと の マ ッチ ング等のMA-

RC処 理 を行 い、 目録 カー ドの出力 をしている。

NOHIT分 の 処理

NOHIT分 の 整理 作業 は、JAPANMARC

の 書 誌 デー タを利 用で きないため、書誌 デー

タもロー カルデ ー タも自館 で、JAPANMA

RCに 準 拠 した形 で、 オ リジナ ル入 力を行って

い る。入 力機 には、 日本語入 力の操作性 、機

能陛等の理 由か ら、 日本語 ワー ドプロセ ッサO

ASYSを 使 用 して い る。入 力 したOASYSの

文 書 フ ァイル を、業者 にフロ ッピーで出稿 し、

HIT分 と同様 、MARC処 理 と目録 カー一ドの出

力 を行 ってい る。 さらにOASYSで 入 力 した

ロー カルデー タ部の み を切 出 し、テキ ス トフ

ァイル を介 して、HIT分 の ロー カルデー タフ

ァイ ルと同 じフ ォーマ ッ トのDBFに 取 り込ん

で いる。 これに よってHIT分 と同様 にデー タ

の チ ェッ ク、 図書 ラベ ルの出 力、各種 統計 の

作成処理 等 が可 能 となって いる。

今後の業務 改革

現 在、J-BISCの ダ ウ ンロー ドデータを加工

し、整理 業務 に利 用 しよ うと計画 して いる。

CD-ROMか ら ダウ ンロー ドしたテキス トファ

イル をDBFに 取 り込み 、ロー カルデー タを付

加 し、 それ をマス ター と して、 目録 カー ドの

出 力等 の処理 を行 お うとす るもの であ る。 こ

れ によって、J-BISCでHITす る もの につ いて

は、館 内です ぐに業務処理 す ることがで き、

整理 業務 の スピー ド化 に繋 が ると考 えられる。

おわりに

言い旧されて来た言葉ではあるが、図書館の

究極的な目的は、「利用者に対するサービスの

向上」 とい うことに尽 きると考える。整理業

務に限って言えば、よ り早 く整理 を完了 し、

利用者の求める資料 を速やかに提供出来るこ

とが重要な使命であると言 えよ う。機械化

もその為の手段 であ り、すべ てとは言わな

いまでも今後益々重要 な位置 を占め るファ
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クターである。今後 も機械化 を中心 とした業

務の改善を通 じて、この 「利用者サービスの

向上」 という目的の実現 に向けて、努力 し続

けなければならないと痛感する。

整理第一課 和書担当 業務の流れ 1990.5現 在

庶務課 収書担当

図 書 受 入
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(CD-ROM>
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J/M
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書名50音順リスト

(月刊版}

日本全国書誌

週刊版

JPNo.検 索

】
lI
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1 1

分類作業 オリジナル入力原稿
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dBASE入 力作 業
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整理第一課 和書担当 業務の流れ 傑)

庶務課 収書担当

図 書 受 入

J-BISC

{CD-ROM)

CD-NOCS

(CD-ROM)

J/M

工SBN・JPNo.対 応表

{累積版)

JIM

書名50音順 リスト

〔月刊版)

日本全国書誌

週刊版

JPNo.検 索
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洋書整理業務紹介

整理第二課

洋書整理(整 理第二課)で は以下の各業務

を行 っています。

受 入

洋書の年間受入冊数は過去5年 間の平均

が1万3千 冊で、 ここ数年増加の傾向にあ

ります。そのような状況の中で、整理冊数

も業務の見直 しや省力化をはかり、・年間1

万3千 冊以上 を維持出来るように努力 して

います。

分 類

分類はNDCの 新訂7版 を使用 し、情報科

学やその他一部は8版 を使用 しています。

図書を社会科学、自然科学、芸術、語学

・文学等に大別 して、各主題の分類担当者

が新 しい主題や、人物 に対する分類の統二

を行っています。また件名や人物から分類

番号 をパソコンで検索出来 るようにしてい

ます。

目録作成

目録は英米目録規則第2版(AACRH)

を規準 に作成 しています。

1987年 よりOCLCと の接続を開始 し、目

録の作成 を行っています。 また本年度 より

従来のオンライン検索 に加 えて、CD-ROM

を導入し、新刊図書については約9割 のHIT

率 をあげています。

を、 独 自に目録 を作 成 した もの は書 誌 デー

タとローカル ・デー タをそれぞれパ ソ コン

に入 力 し、 フロ ッピー によ る出稿 を行 って

い ます。

コレ クション

近 畿大学所蔵 の洋 書 ゴ レクシ ョンには、

コーイ ング ・コレクシ ョン(現 代 ドイ ツ法

制史学者 、ヘ ルムー ト ・コー イン グ教授 旧

蔵書)、 フランス革命 コレクシ ョン、キス ト

ナ ー ・コレク ション(18-19世 紀 の ドイツ

大衆文挙 が中心)、バル フ レー ・コ レクシ ョ

ン(言 語 学関係)な どがあ ります。 この四

大 コ レクシ ョンはすべ て合 わせ ると約1万

冊以上 に もな り、 また貴重 な図書 だけに、

現在 目録 等の整備 が急 がれ る状 況 にあ りま

す。

以上が洋書整理業務の現状ですが、今後の

課題としては、蓄積 したデータを有効的に利

用出来る トータル・システムの構築や、収集 か

ら整理、運用までの全体的な業務の見直 し等

があげられます。そのような状況の中で、洋

書整理 も図書の迅速な整理 に加 えて、利用者

への情報提供やサー ビスの向上につながる業

務 を行 う必要があると考えています。

データ入力

1983年 より図書データの入力、MARC化

を開始 し、現在では約8万 件以上のデー タ

を蓄積 しています。入力方法も従来の外部

委託から、自館での入力へと変更 し、OCLC

より書誌 を得 られたものはローカルデータ
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《洋書業務流れ図》
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閲 覧 係

運用課

閲覧係では、下記の業務 を行っています。

1.館 内閲覧

開架式図書

利用者が、直接3・4階 の閲覧室の書架

に行 き、自分で利用 したい図書 を自由に選

択できる仕組みになっています。

閉架式図書

利用者が、直接書架に行かず、利用者が

目録 カー ド(書 名目録、分類目録、著者名

目録)で 利用 したい図書 をさがし、所定の

「閉架図書館内閲覧票」 に必要事項 を記入

して、係員に提出し、係員が書庫内よりさ

がし出 し利用 していただく仕組みになって

います。

逐次刊行物等の場合

逐次刊行物の最新号は4階 で、新聞は3

階で自由に利用できますが、バ ックナンバ

ーは、3階 の和 ・洋雑誌目録 カー ドで、利

用 したい資料を、所定の 「雑誌館内閲覧票」

に必要事項 を記 して、係員に提出 し、係員

が書庫よりさがし出 し利用 していただく仕

組みになっています。

※資産性以外の雑誌は3階 カウンター前 に

あります。

2.館 外貸出

図書貸出証の交付

「図書貸出証交付願」に必要事項 を記入 し

て学生証、身分証明証を添 えて提出 し 「図

書貸出証」の交付 をうけて下 さい。

貸出手続

貸りたい図書に 「図書貸出証」 を添 えて、

3階 カウンターに提出 して下 さい。開架図

書は0.C。R.ラ ベルをハ ンドブキャナーで読

みとるだけの手続 きですみます。

貸出冊数 と期間

学 部 生5冊 まで

院 生]5冊 まで

専任教員30冊 まで

非常勤講師・職員10冊 まで

15日以内

3ケ 月以内

6ケ 月以内

6ケ 月以内

※新着読 み ものは3階 カウ ンター前 にあ り

ます。

以上は大体のあらましだけですので、3階

カウンター前の記入台備 え付けの 「図書館利

用案内」には詳 しく、図書の種類ごとの排架

位置、閲覧室の案内、開館時間、休館 日、利

用上の心得、貸出に関する延滞 日数の期間、

継続、予約、購入希望図書の手続 き、図書 を

紛失 した時の弁償、利用サービス、目録カー

ドの見方などが記載 されていますので参考 に

していただき、なお不明な点は係員にお尋ね

下 さい。

内線 閲覧係事務室2506

閲覧カウンター2507
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